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論 文 内 容 要 旨
要約
近年における家畜生産では生産性を追求するため,集約化された技術が進
展し,設備,施 設の大型化が顕著になってきた結果,個 々の家畜と管理者で
あるヒトとの接触が極めて希薄になり,管理者の個々の家畜に対する配慮が不
足しがちである.一方,家畜行動研究においては管理者と家畜との相互作用が
生産性に大きく影響することが明らかにされ,家畜に対する管理者の関わり方の
重要性が指摘されている.家畜の扱い方は扱い易さの改善から生産性に影響す
ると考えられるが,同 時に動物福祉の観点(F㎜erとBroom1990;Hemswo曲
1994)からも注目されてきている.扱い方は管理者と家畜との相互作用(スト
レス,コンフォート)を通して管理者と家畜の心理的関係を形成し,生産性や福
祉性に影響するものと考えられる.わが国においては,栄養学的,育種学的研
究は大きく進展したが,扱 い方など管理学的研究は現在,途 についたところで
ある.
本研究では①哺乳期の子牛に馴致処理を行い,その後のヒトの接触に対する
許容反応性に及ぼす影響について明らかにした.②次いで馴致処理により発生
し,将来,問題行動となりうるウシのヒトに対する模擬闘争行動の発生開始時期,
および発生特徴を調査した.③さらにヒトおよびヒトの代替としたマネキンに対す
る模擬闘争行動発生個体の行動学的,生理学的特徴を精査し,④模擬闘争行
動の制御の可能性について検討を加えた.⑤総括として扱い易さの促進とヒト
への攻撃的行動の抑制のための管理とはどうあるべきかを考察した.
1,馴 致処理がウシの扱い易さに及ぼす影響
1)哺乳期における馴致処理がウシのヒトに対する許容反応に及ぼす影響
交雑種雄子牛にブラッシングや声かけの馴致処理を行い対照群と比較する
試験1(n=10)および試験2(餌10)を実施した(Fig,1).馴致群には馴致処理を個
体ごとに実施した後,層処理効果を見極めるため,ウシの反応を強 ・中 ・弱の
3段階で評点化した.試験1における許容反応評点は,対照群と比較して有
意に高く馴致の効果が認められた(Fig.2).試験2においては有意ではないも
のの馴致群の評点が高く,馴致処理がヒトの接触刺激に対するウシの許容反
応性を高める傾向が認められた(Fig.3).
2)哺乳期における馴致処理がヒトに対する逃避反応距離に及ぼす影響
馴致処理効果の第2の 指標として,試験者がウシの前方から近づき,ウシが
逃避を開始した地点と試験者の間隔である逃避反応距離を考え,測定した.
試験1の処理開始直後では,逃避反応距離に群間差がなかったが,処理2
期目以後馴致群は対照群より短い値を示した(Fig.4).試験2での群間差は有
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意ではなかったが馴致群が短い傾向となり,馴致処理がウシの逃避反応距離
の短縮に及ぼす効果が認められた(F!g5).
これらの結果と許容反応評点から,馴致処理はウシのヒトに対する逃避反応
性を弱める効果が認められ,扱い易さの改善に寄与することが明らかなった.
2.馴致処理により発生するウシのヒトに対する模擬闘争行動の発生開始時期,
および発生特徴
試験1の馴致処理時に発生するヒトに対する模擬闘争行動の強度を評点化
し,個体ごとに模擬闘争評点を算出した.処理期間中,自然哺乳子牛で観察
される,親の乳房を鼻で突き上げるような行動がヒトに対して発生し,様式的
にもウシ同士でみられる模擬闘争行動に類似する行動に発展する傾向を示し
た(Fig6).この行動はニオイ嗅ぎ ・舐φの探査行動から頭擦りつけ ・頭突きに
到る模擬闘争行動への行動連鎖を示し,時として首振り・発声 ・飛び跳ねの
威嚇行動をともなった.弱いレベルの模擬闘争行動は馴致開始後すぐに出現
し,頭突きをともなう強いレベルの模擬闘争行動も処理終了までには馴致群の
全個体に発現した(Fig.7,Table1).これに対して対照群では,模擬闘争行動の発
生はなかった.
頭突き発生開始時期,馴致期間の平均模擬闘争評点,調査期間中の平均
許容反応評点および平均逃避反応距離の間にはそれぞれ極めて高い順位相
関係数が認められ,馴致処理による逃避反応性の低下と模擬闘争行動発生と
の強い関係が示唆された(Table2).
3。模擬闘争行動発生個体の行動学的 ・隼理学的特徴
1)ヒトに対する模擬闘争発生個体の行動学的 ・生理学的特徴
交雑種雄子牛12頭を用い試験3を実施した,試 験1および2と同様の馴
致処理を行い,処理者に対するニオイ嗅ぎ ・舐めの2行動を探査行動,頭 擦
りつけ ・頭突きの2行動を模擬闘争行動として記録したほか,維持 ・常同行
動,社 会行動を観察,記録した.生理学的指標として平常時,拘束ストレス
負荷時,去勢前後の血清コルチゾール値および血清テストステロン緯を測定し
た。また,新奇環境移動時および驚愕刺激暴露時の心拍数の変動を測定した
(Fig.8).
馴致処理開始後2日 目には一部の個体で頭突き行動が発隼し,処理終了
時には全個体で発生した.頭突き行動の総発生回数には,有意差のある多
発群および少発群が認められた(Fi捗9,10)。休息,探査,および身繕い行動の
発生頻度は,調査回次間に有意差が認められたが群間に差はなかった.舌遊
び行動はカーフハッチ内での単飼時に発生したが群間差は認められなかった.
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敵対行動およびウシ同士の模擬闘争行動の発生頻度は,調査回次間に有意
差が認められたが群問には差がなかった,社会的親和行動および回避行動に
ついては,群間および調査回次間に差は認められなかった(Table4>。馴致処
理期におけるヒトに対する模擬闘争行動発生頻度と群内での敵対行動発生頻
度には,120日齢における多発群で正の相関関係が認められ,180,210日齢
における少発群ではそれぞれ有意な負の相関関係が認められた(Table5).新
奇環境移動時の心拍数の変動率について群間の差はなかった.驚樗刺激暴露
時では多発群がやや高い傾向にあった.拘束時コルチゾール値の変動率たは
群間差は認められなかった.去勢後の血清コルチゾール値の変動率は少発群
が高い傾向を示した.血清テストステロン値については多発群が高い傾向にあ
った(Table6).
本試験における多発群の行動反応,生理反応の結果は,ストレス研究での
積極型行動タイプに類似する可能性が示唆された.しかしながら模擬闘争発
生個体の特徴が明確に捉えられなかったのは,模擬闘争を受けるヒトの,ウシ
に対する対応が一定ではなかったことによる可能性が示唆された.
2)、マネキンに対する模擬闘争発生個体の行動学的 ・生理学的特徴
試験3で模擬闘争行動を受ける対象を一定にする必要性があると思われた
ので,マネキンをヒトの代替として試験4(n=10)を実施し(Fig11),個体維持およ
び社会行動を観察したほか,各個体の群内での社会的優位率を敵対行動の勝
敗から類推した.また新奇環境でのマネキンおよび驚愕刺激に対する反応性調
査をオープンフィード内で行った(Fig12).観察した行動は待機室内での潜時,
マネキンに対する探査 ・模擬闘争行動,壁探査行動およびグリッド通過状況と
した。生理学的指標として拘束ストレス負荷時の血清コルチゾール値および血
清テストステロン値を測定した.
馴致期間中には全ての処理個体でヒトに対する模擬闘争行動が発生した.
オープンフィールド内でマネキンに対して模擬闘争行動を発生したのは馴致
群5頭 のうち4頭,対 照群5頭 のうち2頭の計6頭(以 下発生群とする)、で
残りの4頭(以 下非発生群とする)では発生しなかった維 持行動については
群間および調査期間間に差はなかったが(Fig.13),常同行動は群飼移行後に
減少した.社会行動の発生頻度は,発生群が非発生群より高く,特に模擬闘
争行動と闘争行動は有意に高かった(Fig14).社会的優位度は発生群で高い傾
向にあった.マネキンに対する探査行動は発生群が有意に長く,壁探査時間
は非発生群が有意に長かった.待機室内の潜時は両群間に差がなかった
(Fig.15).グリッド進入回数では発生群が全区域を均等に通過したが,非発生
群は遠隔区域に留まる傾向が見られ群間には有意差が認められた(Fig16).驚
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愕刺激暴露前後の心拍数の変動は発生群が高い傾向にあった(Fig.17).拘束
後の血清コルチゾール値の変動率は非発生群が有意に高く,血清テストステ
ロン値は発生群が有意に高かった(Tab167).このようにヒトに対する模擬闘争行
動発生個体は積極型行動タイプであると同時に男性型タイプの行動反応およ
び生理反応を示した.
馴致処理時にヒトに対する模擬闘争行動を発現した個体の中に,マネキンに
対しては発現しなかった個体が存在したことから,模擬闘争に対するヒトから
の反応がその後の模擬闘争行動の発生に影響する可能性が示唆され,ヒトの
ウシに対する対応により,模擬闘争行動を制御できる可能性も示唆された.
4.模 擬闘争行動の制御
ヒトに対する模擬闘争行動の罰学習による制御を目的に,試験5と して馴致
処理終了3週 間後,電 気鞭による5分 間の罰学習試験を実施した(n=12)
(Fig。18).罰学習16試行後,ヒ トに対する模擬闘争行動の発生は消失した.
16試行中に,試験者に対する模擬闘争の総発生回数が統計的に有意な4回
以下で,か つ6試 行連続で発生がなく,さらに新規な服装の試験者に対して
発生がなかった場合に学習が成立し,かつ般化したものとみなした.供 試全
個体 がこの条件を満たしたので,学 習は成立し,般 化したと考えられた,
(Table8).さらに罰学習調査の前後におけるヒトに対する許容反応と逃避反応距
離の比較では,許 容反応性は高くなり,逃避反応距離も短縮した(Fig.19,20).
このことは調査前後に実施した馴致処理により,ウシの逃避反応性がさらた弱
められたものと考えられ,罰 実施による扱い易さの阻害はなかった.電気鞭に
よる罰学習がヒトに対する模擬闘争行動の抑制に有効で,しかも12日間とい
う比較的短期間に,1頭 あたりの罰実施回数が4回 以下で成立することが明
らかとなった.これは人工哺乳されたウシの管理者や操作に対する高い学習
および記憶能力(Araveら1992)によるものと思われ,罰 実施が限定的な回
数および短期間で効果的であったことは家畜福祉の観点(GrossとSiege1;
1979,1980,1982)からも好ましい結果であると考えられた.
総括
家畜 におけるヒトのポジティブな操作に対する管理的効果の持続性がブタ
やヤギでは報告されている(Hemswo曲ら1994;:Lyonsら1988;Lyons1989).
しかしウシでは馴致処理の効果が永続的ではない(Satoら1984)ことや,管
理された場所との連合学習が成立するとの報告(M㎞ ㎞3g縦dら1996)も
あり,馴致処理の効果はより複雑である.本 研究では馴致処理によってヒト
に対する逃避反応性を弱め,ウシの扱 い易さを損なうことなく,それに伴って
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生じる模擬闘争行動のみを罰学習によって限定的に制御することを目的とし
た.その結果,馴致処理は逃避反応性を十分に弱めること,発生する模擬闘
争行動には大きな個体差があること,そして模擬闘争行動抑制には,電気鞭
による短期間の罰学習が十分に有効であることを確認した.これは人工哺乳
されたウシの管理者や操作に対する高い学習および記憶能力(Araveら1992)
によるものと思われ,限 定的な罰実施が短期間で効果的であったことは家畜
福祉の観点(GrossとSiege1;1979,1980,1982)からも好ましい.
以上より,扱い易さを促進するには,日常作業におけるウシに対する馴致
処理的対応は重要であり,その結果生じる攻撃的行動発現には2タイプが存
在することから,各タイプに応じた罰学習を短期間に集中して実施することで
ヒトに対する攻撃的行動を抑制することが肝要であると考えられた,
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論 文 審 査 結 果 要 旨
近年,家 畜 と管理者 との関係が,生産性に大きく影響す ることが明らかにされ,ま た,動 物福祉思
想の浸透か らも,家畜に対する管理者のかかわ り方の重要性が指摘 されている。しかし家畜 と人 との
良好な関係形成の科学性に基づ く家畜管理的研究はまだ緒についた段階である。本研究は家畜生産過
程を通 して,家 畜 と人 との心理的関係形成 とそのような家畜 との接触から生ずる問題 およびその対
処について,新 しい視点から一連の試験を実施 している。
1.馴致処理がウシの扱い易さに及ぼす影響
はじめに哺乳期におけるウシにブラッシングや声かけの馴致処理を行い,ウ シのヒ トに対する許容
反応に及ぼす影響について試験を実施 した。それによると馴致処理はヒトの接触刺激に対するウシの
許容反応性を高めることが明らか となった。同様にヒ トに対す る逃避反応性を弱める効果 も認められ,
馴致処理がウシの扱い易 さの改善に寄与することを明 らか とした。
2.馴致処理により発生するウシのヒトに対する模擬闘争行動 と発生特徴
馴致処理はウシ とヒトとの心理的関係 を強め,扱い易さ向上に寄与するが,同 時にヒ トに対する模
擬闘争行動が発生 し,問題行動への発展が危惧された。そこで模擬闘争行動の発生の行動連鎖および
発生と馴致処理 との関係を調べた。それによると低レベルの模擬闘争行動は馴致開始直後 より出現 し,』
処理が進むに連れて強 くなること,また発生にはニオイ嗅ぎ ・舐めの探査行動から頭擦 り付け ・頭突
きと行動連鎖 を示すことが明らかとなった。すなわち馴致処理による逃避反応性の低下 と模擬闘争行
動発生 との強い関係が示 された。
3.模擬闘争行動発生個体の行動学的 ・生理学的特徴
模擬闘争多発群 と少発群について,人 とマネキンを用いて,休 息,探 査,見 繕い,常 同行動,驚 愕
刺激による心拍数 ・血清コルチ ゾール値の変動 血清テス トステ ロン値等を調査 した。その結果,模
擬闘争多発群の行動反応,生 理反応はス トレス研究での積極的行動タイプと同時に雄性型タイプの特
徴が示 された。
4.最後に,ヒ トに対する模擬闘争行動の制御 を目的に,電 気鞭による罰学習試験を実施 した。その
結果 ヒ トに対す る模擬闘争行動の消失は,5分間の罰学習 ・4回以下で成立 し,また馴致処理による
許容反応も持続すること,すなわち短期間の罰実施は扱い安さに対する阻害 とはならないことが確認
された。
以上の成果は,家 畜管理のこれまでの習慣的行為に対す る科学的実証をなしただけでなく,動物行
動研究や動物福祉について重要な多 くの知見をもたらした。よって審査委員一同は,本論文提出者に
たい して博士(農 学)の 学位 を授与するに値す るものと判定した。
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